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<表紙解説>

こ れは 、  「ええ、 あしたは空いてますか ? 」  と い う 自 然

な話し言葉の音声を、  ATRが開発した音声認識システム、

ATRSPRECに入力したときの出力結果の一例です。 こ の

出力結果は、時々亥1日々 (横 11l出) の認識単語候補を、各々の
音響的及び言語的確からしさのスコア  (縦軸) と共に効率

よ く 表現 し た 「単語ラテ ィス 」 と呼ばれる認識結果情報と 、
入力音声の周渡数成分分布を可視化したスぺク トル情報か

らなっています。  これ らの情報を併用する こ とで 、認識誤

り簡所の特定や、 誤り原因の解析などが可能です。

A T R S P R E Cは音声翻訳システム 、  A T R -M A T R I X
( M u l t i l i n g u a l A u t om a t i c  Trans l a t i on  S y s t em  f o r
In format ion Exchange )  の音声認識部と して用いられて
お り 、 A T R-MATR I Xが実現する 「自然な語し言葉での音
声f翻訳通信」 に大きく貢献しています。
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(株) 国際電気通信基礎技術研究所

取締役経理部長 石渡 隆人

年が改まり 2 0世紀も残すところあと  3 年 と な り ま し たが 、  正直なところ最近は年が変わっても  「今年こそ

は」 と誓いを立てるよ うな新鮮な気分にはなれず、  むしろ 1年間とい う時間の早さを痛感し 、将来に対する

焦燥感のよ うなものを感じるこ との方が多くなってしまぃました 。

人ロ論的に見ると日本では19 9 5年をピー クに生産年齢人口 ( 1 5 ̃ 6 4才 )  は減少を始めており、昨年 ( 1 9 9 7
年) には年少人口 (0̃15才) と老年人口 (65才̃ ) が逆転したそ うです 。 2 1 世紀を担 う若者よ り も 2 0 世紀

での生産活動を終えた高齢者の数の方が多い時代に転じたということを示しています。  厚生省人口問題研究

所の予測による と 、  1 0年後の200 8年頃には日本の総人口そのものが減少し始めるとのことです。 また、 マス

コ ミ等で最近2 0 2 0年という年が注目されていますが、  これは高齢化のピー クが来る と言われてきた年です 。

しかし最近の少子化傾向が続けばそれ以後もさらに老年人口の比率は上昇を続けるということであり 、高齢

化はまさに急ピッチで進んでいるこ とを再認識する必要があるのではなぃでしょ うか 。

高齢化社会の抱える問題とぃうのは社会保障制度や国民負担の間題、  あるいは国力維持といったマクロ的

な観点から様々な指摘がなされていますが、  人間一個人にとってみても高齢化による身体機能の低下とい う

のは何かとやっかいなこ と を もた らすものです 。  私の身近にも老化とともに成人病からきた脳の障害により

人とのコ ミ ュニケーシ ョンが不能に近い状態になり 、  人生の楽しみを失つたまま生き続けている人が何人も

います。身近にそ う ぃ う人を見ていると 、明日はわが身とぃ う不安感が自然と強くなって く る ものです。

そこで期待されるのはそ う ぃ う老化等によ り人体の機能の一部が衰えた と きに 、  人生に対する楽しみをサ

ポ ー ト し て く れ る 技 術 、 す な わ ち バ リ ア ・ フ リ ー&人生エンカレッジを実現する技術です。現在でもぉそら

くその方面の研究開発は各方面で進められているのでしょうが、  明目はわが身とぃ う不安に駆られている身

と しては、  よ り ぃ っそ う重点的に取 り組んで頂 く こ と を願つています 。エー ジ ェ ン ト と か 電子秘書 と い う 概

念が既に応用技術の中に用いられてきていますが、  ビジネスシーンだけでな く 、  社会的弱者の生活シー ンで

の実用化を重視した開発を是非期待したぃものです。  事業と して もマーケ ッ ト規模は結構大き ぃ ものがある

のではなぃでし ょ うか 。

た とえば新聞や本を好きな人の声でなめらかに代読して くれる ロボ ッ ト 、  電話番号などを覚えていなくて

も声でっながるテレビ電話などは、既に実用化に近いところまで来ているよ うですが、人の体調や脳の活動

状態を察知して最も心地よい気分にさせるよ うな映像や音楽を提供する装置等、  勝手に書けばきりがないほ

ど多種多様なニーズが存在するでしょ う 。  そして誰しもが期待する究極のニーズは文字どおりの  「以心伝心」

を可能にする技術と言えるのではないでし ょ うか 。  たとえ脳の病気で言語機能に障害が残つても、  特別の努

力なしに人 との コ ミ ュ ニケーシ ョ ンがで き る とすれば 、  は る かに生 き甲斐 を感 じ る こ と が で き る で あ ろ う と

思われます。

2 1世紀のキーワー ドの一つは 「人に優しぃ技術」 と言われていますが、  まさに高齢化社会にはそれが次々

と実用化されていかねばなりません。  ATRが設立の時から掲げてきた 「人に学ぶ」 と い う 研究 コ ンセプ ト か

ら得られるいくっもの知見が2 1世紀には見事に花開き、  人に優しぃ技術となって世の中に大きく貢献するこ

とを期待し確信しています。

ATR Journa1 30号 WINTER 1998 1l



研究動向紹介

プロカ メ ラマンの感性を探る
一 プロカ メ ラマンのカメラワーク解析とその利用 -
A method for generating camera operations to appea1
one' s kansei

効率良く映像制作を支援するためのツールは既に多くのものが実用化されてきた。 しかし、
映像制作の専門家でない人にとっては、 専門家が作成するような感性に訴える映像をどうす
れば制作できるのか困難な間題である。そこで、我々は前記のような感性に訴える映像表現
技術を非専門家が容易に利用できる事を目指して研究を進る事とした。まず、多彩な映像表
現技術のうち 、  カ メ ラ ワーク (ズーム、 パン等) による映像表現方法に絞つて、 人の基本的
動作とカ メ ラ ワークの関係を整理する事を試みた。

We are studying a method t h a t  would al1ow non-profess1onaloameramen to
easi ly produce video to appe a l o ne ' s  kansel  We are focuslng on oamera
operat1ons arnong sorrle professionalteohnlques to produoe vldeos . At f i r s t .we
extracted oamera operations from t h e  vldeo s ho t s  produced by professional
cameramen us ing  a 3 [:) oamera mode1 F;o11owlng t h l s  step , in format1on
extracted from t h e  scenario and a picture was used in order to describe eeoh
moverne rlt , We then proposed a method to generate camera operations for
vldeo shots  produoed by non-professlonalcameramen .

1 . はじめに

最近の映画ではS  F物に限らず、多くの場面にC

G処理が用いられ、  効率良く 、  効果的な映像が作ら

れる様になってきました 。我々に身近なビデオカメ

ラを例に考えてみても、色々な機能が実現され、提

供 さ れ る よ う に な っ て き ま し た 。 例 え ば 、 デ イ ゾ ル

ブ機能 ( 撮影シーンを切 り替える時に 、あ る場面 と

次の最初の場面の絵を重ね合わせる)  ゃセピア撮影

機能 (映像の色がセピア調になる ) 等 。  しかし 、そ

れ ら の ツールを使いこなして 、  専門家が作成するよ

うな感性に訴える映像をどうすれば制作できるのか

映像制作の専門家でなぃ人にとっては、  想像もっか

ないほど困難な問題です。 そこで 、  我々は前記のよ

うな感性に訴える映像表現技術を専門家でない人が

容易に利用して、  映像制作を可能にする事を目指し

て研究を進めています。  映像表現技術とぃっても多

種 ・ 多彩なのですが 、身近なビデオカ メ ラに よ る撮

影等に適用できる事を考えて、  カ メ ラ ワ ー ク  (ズー

ム 、 パ ン等 )  による映像表現方法に絞る事としまし

た 。 以下に 、 感性に訴え る カ メ ラ ワー クを自動生成

する方法にっいて説明します。

2 . 専門家のカメラワーク抽出

まず 、専門家のカ メ ラ ワー クを解析する必要があ

ります。このためには、分析を容易にするために素

材を選択する必要があります。その条件として、あ

まり専門家が様々な技を使わずに制作し、かっ、 撮

影 対 象 と カ メ ラ ワー クとの意味的な対応関係を知る

ためにシナリオに基づいている映像である必要があ

り ます。また、  これらの映像やシナリオを容易に入

手できる物があれば好都合です。

(1) 素材選択の条件

カ メ ラ ワー ク 以 外 の映像表現技術 を 使 う こ と な

(株)ATR知能映像通信研究所
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く 、  また、  シナ リオに沿つて制作された映像として

思い付くのが演劇の中継番組です。劇のシナリオを

理解する事によ り 、  悲しぃ場面とかうれしぃ場面と

か 、 見 せ 場 と カ メ ラ ワー クの対応付けは容易になり

ます。また、踊りであれば動作手順が決まっている

ので、 カ メ ラ ワー ク と動作 との対応関係を整理する

事が容易となる事が期待できます。  その様な条件を

考慮した結果、  テレビ番組 と して放送された 「能」

の舞いを素材として解析する事としました。

(2) 「能」 の舞いの特長

「能」 の舞いの主な特長を以下に示します。  ①歌

詞 ( 台詞 、演じ方、歌い方の指示等も含む ) 、舞い

の動作、 舞台上の演者の動作軌跡がシナリオに示さ

れている 。  ②前記各情報は各々が関連付けて示され

ている。③舞いは60種類程の動作により構成される。

④能舞台は大きさ、  構造が基本的に同じである。

(3) ヵ メ ラ ワー ク算出

カ メ ラ ワー ク は 3 次元カ メ ラ モデルを使用 し て自

動算出します。 このモデルではカ メ ラ位置は固定さ

れており、  1 台のカ メ ラ を使用する事を前提と して

います。  そこで、  専門家が制作 した複数カ メ ラ に よ

る映像を 、手動で分割し各 ヵ ッ ト 毎にカ メ ラ ワー ク

を算出する事としました。

(4) 動作解析デー タベース

1 動作の映像を 1単位として 、  シナリオ上の情報

を用い、演者の動作名、役柄、感情の劇的変化の有

無を映像情報と連携してデー タベースに登録しまし

た 。 また 、映像情報としては 、映像の開始時間 ・終

了時間、 カ メ ラ ワー ク算出結果から、  カ メ ラ ワ ー ク

( ズーム、パン ) 、及び、演者の映像上のサイズ情報

(上半身だけの映像とか全身像の映像等)  を登録し

て動作や 、場面に対応したカ メ ラ ワー クの傾向を調

査しました 。
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3 .  カ メ ラ ワーク解析結果

能映像の効果的表現方法と して、 専門家は主にズ

ーム操作を用いている事がわかりました。また、  ズ

ーム操作は一直線に行な うのではな く何らかのアク

セン ト の っいたものとなっています。
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ム
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劃

時 閥 ( 2 0 秒 ) →

実線は実測値、破線は近似線

図 一 1 プ ロ の カ メ ラ ワー ク (ズーム ) の 例

A ,  B ,  C の 3 種類の映像のカ メ ラ ワー クを自動算

出し、  動作解析データベースに各情報を登録し、 映

像表現の解析に利用した例を示します。  ズームイン

操作の例 (サイズが1 0 %以上変わった場合のみ )  を

表一 1に示します。

表 一 1 ズームイン操作の例

N0 .

動作名 映像 サイズ ( 注 1 )

1 扇を広げ A BS→CU

2 角取り A FF→FF

3 サシ込 A WS→WS

4 大左右(右) A WS→WS

5 開 B FF→FF

6 正へ出 B BS→CU

7 開 B

C

BS→BS

FF→FF8 開

9 左へ回り c
C

FF→FF

FF→FF10 角へ行く

11 正へ出 c FF→FF

注 1 )  CU : 頭部だけの映像、BS :胸から上の映像、

WS :上半身だけの映像、F F :全身像の映像

こ れ ら の情報を整理 し て舞 を舞 う 方に提示す る

と 、  見せ場 と考えている所が強調したカ メ ラ ワー ク

を与えられているとの見解が得られました。そこで、

非専門家 が カ メ ラ ワー ク無しで撮影した映像に後,付

けで 、動作解析デー タベースの情報を基にし、  また、

強調情報をューザ設定情報 と し て与え る事に よ り カ

メ ラ ワー ク用情報を生成し、  専門家が撮影した映像

の様に感性に訴える映像を得られる方法にっいて提

案する事と しま した 。

4 .  カ メ  ラ ワーク生成方法

(1) 強調部分の指定

舞いの舞つた人、  あるいは映像を見る人が自分の

好みで、 どこが強調すべき動作か入力させます。  動

作対応 の カ メ ラ ワー ク情報と して 、強調する場合の

ズーム操作方法と画面に対する人のサイズを役柄対

応に生成します。 動作の実施前か、 実施中に感情の

変化がある場合はその状態に相当するカメラワー ク

を選択/生成します。

(2) 単位カ ッ ト の 決定

強調する動作を含む句 ・ 含 ま な い 句 を 明 ら か に

し 、 単 位 ヵ ッ ト と す る 。

(3) ヵ ッ ト の 決定

見せ場のある単位カット同士のマージ、見せ場の

前後の句間の画角の整合性から、 各句対応のカメラ

ワークを決定し、合わせて、  カ ッ ト チ ェ ン ジ 個所 を

選択します。

(4) ヵ メ ラ ワー クの与え方

映像に特殊効果をかける装置を用い 、  ズーム イ

ン / ア ウ ト 操作を映像の拡大 / 縮小機能で擬似し 、

また、 パン操作は映像を上下、  左右方向に移動させ

る事によ り擬似する事と しま した 。

ユーザ入力情報

カメラワーク無
の映像

カメラワーク
生成処理

基本カメラワーク

t
3次元カメラモデル
に基づ<解析結集

カメラワーク情報

特殊効果装置

追力のある
カメラワーク付き映像

図 一 2 カ メ  ラ ワー ク生成方法

5 .  ま と め

非専門家でも感性に訴える映像を、  容易に制作で

きる方法にっいて提案し、  プロ ト夕 イプを試作し ま

し た 。 カ メ ラ ワー ク に絞つてみて も動作解析デー タ

ベー スを用いる事によ り 、  専門家の制作した映像に

秘め られ る各種の技があ る事が見えて く る のです

が、上手く整理するのは難しく、全自動化には更に

解析が必要です。 今後、 自動化を進めるための諸条

件を明らかにする と と も に 、能の舞以外にっいての

適用方法を提案して行きたいと考えています。

ATR Journa1 30号 WINTER 1998 3



)研究動向紹介

自然な話言葉を聞き取り、  リアル夕イムで英語の
音声に:ATR-MATR IX

ATR-MATR IX Translates Spontaneous Utterances into
Englis h  Speech  in Rea lT ime

ATR音声翻訳通信研究所では、 これまで音声翻訳に必要な要素技術の研究を進めてきまし
たが、  今回これらを有機的に続合した日本語から英語への音声翻訳システムを開発しました。
普段我々が使うような自然な音声でもこれを認識し、  英語へ翻訳し 、 合成音声で出力するこ
とができます ,,

ATRln te rp re t i ng  Telecommunicat ions Researoh Laboratories h a s  been
pursuingresearohes on corrlponentlaltechnologies neoessary for deve1oping an
advanced speech translat1on system . Thls  time, i t  has  sucoessfully developed
anlnnovative speech translation systern. This systerr1 canrecognlze natural
utterances such a s  spoken in dallyl i fe , ca r1 translate them in English and output
synthesized volce.

1 .  はじめに

国 際 化 の 進 展 に 伴

い 、  音声翻訳システム

の実現に対する期待が

高 ま っ て い ま す 。 外 国

の人と日本語で自由に

話しができれば 、  ど ん

な に す ば ら し ぃ こ と で

し ょ う 。  ATR音声翻訳通信研究所では、  自然な話

し 言 葉 を 対 象 と し た 音 声 翻 訳 シ ス テ ム A T R -
MATR I X (M u l t i l i n g u a l A u t o m a t i c  Trans lat ion

system for Information eXchange )を開発しました。
このシステムの構成を図にしめします。  入力された

音声はSPRECで認識され、 認識結果が文として出

力されます。  次にCHAT -TRANSLAT ION (以下、
CHAT -Tと呼びます)で認識結果の日本語を英語に
翻訳します。  最後に、  CHATRで英語の音声を合成

して出力します。  全体の処理の流れは制御部で制御

されています。  これらの処理はすべて1台のワー ク

ステーションで動作し、  またほぼ実時間で処理を行

う こ と ができ ます 。以下では 、  このシステムの特徴

をご紹介します。

2 . 自然な音声の認識
音声認識を行うには、  音のモデル ( これを音素モ

デルと呼びます ) を用意しなければなりません。  人

が実際に喋つた声を分析し 、 / a / 、 / i / 、 / u / 、 /e/ 、
/o/ な ど の母音や 、 / k / 、 /s/ 、 / t / 、 / n / などの子音
のモデルを作ります。  しかし記号で書けば同じ音素

で も 、  その特徴は多極多様に変化します。 同じ / k /

で も 、  /a k a/ (赤)のものと/ak i / (秋)のものではかなり

異なります。  また話し方(口の開け方や話す速さ )な
どによっても大きく変わります。最も大きぃ変動は、

人の違いです。男性、女性で違いがあるこ とはもち

ろんですが、個人によっても大きな違いがあります。

SPRECでは、 色々な人の音のモデルを用意してお

き、 話し手の声の質にあわせて、  どのモデルを用い

るのが最も良いかを自動的に判断し、  そのモデルを

用いて認識を行つています[1 ]。  この判断は一文ごと

に行います。  こ れ に よ り 、  色々な人の声でも高い精

度で認識できます。音声認識では、上記のよ うな音

のモデルとともに、認識すべき単語を定義した辞書

(株)  A T R音声翻訳通信研究所

森元逞、  竹澤寿幸、  山本誠一

と単語の並び方に関する情報を利用します。  こ れ を

言語モテルと呼びますが、  こ れ を ど う 作 るかが問題

と な り ます 。なぜなら 、音声認識精度を良 くするた

めには、 単語の並び方に関する制約をきっくするの

が良いのですが 、あま り き っ くす る と 、  ほんのちょ

っと崩れた表現をしても 、  システムが認識して くれ

な く な る か ら で す 。  S P R ECでは、実際に人の喋つ

た多量の文から、 自動的にもっ と も良い制約を取り

出して言語モデルを作成しています[2 ]。  また、 自然

な話し言葉では、  「あの一」、 「え一 と」 と ぃ っ た 言
葉がかな り頻繁に現れるこ とがあ り ますが 、  こ の よ

うな表現があっても正しく認識できます。

上で述べたように、声は人によって様々に異なり、

ま た同 じ人で も喋 る たびに変わ るため 、  なかなか

1 0 0 %正確に認識することは出来ません。  なるべ く

高い精度を得るため、  音声認識では同時に多数の候

補にっいて並列にチェ ツ ク し ています 。  しかし 、候
補の数を増やせば増やすほど処理が重く  なって実時

間で処理するこ とが難し くな り ます 。 この問題を解

決するため 、  SPRECでは、 発話が開始された らた

だちに認識処理を開始します。この方法をとるこ と

に よ り 、  発話が終わってほんの少しの時間遅れで認

識結果を出力することができます。

3 .  自然な発話の翻訳

S P R E Cから出力された認識結果を受け取り、  英

語への細訳を行います。 現在市販されている多 くの

翻訳 ソ フ ト では 、  細訳規則を人手で定義し、 こ れ に

基づいて翻訳を行う方法が採用されています。  例え

ば、 「̃ したい」 → ' ' want  t o ̃ ” のよ う な規則が
定義されています 。 この よ う な規則を組み合せる こ

と に よ り 、  日本語の文を英語の文に翻訳するわけで

す。 しかし、 このよ うな方法を話し言葉に適用しよ

う と す る と 、  慣用的な表現や文法的に多少崩れた表

現を翻訳する こ と がで き なかった り 、 翻訳で きた と

しても固い訳しか作り出せなぃ、  などの問題が生じ

てしまぃます。  CHAT-T ではこのよ うな問題を解決
するため 、  用例を用いた翻訳機能を実現しています

[ 3 ] 。 これは、種々の翻訳用例を参照することによっ

て 、柔軟な翻訳を行おう とするものです。例で説明

し ま し ょ う 。  日本語の 「AのB」 と い う 表現に対 し
て 、 英 語への翻訳を考えると 、、 B of A ” , 、 、B in A ' '

4 ATR Journa1 30号 WINTER 1998



など多数の表現があり、  そのうちどれが最も適切か

を判断するのはなかなか困難です。 こ の よ う な 間題

に関し、CHAT-Tでは、 まず以下のような種々の対
訳用例をシステムに格納しておきます。

「僕の本」 →、、a book of mine ' ''
「英語の本」 →、、a book in English

「イギリスの毛織物」 → 、 、fabric made in England' '

そして、  例えば 「中国の絹織物」 と い う 文 を翻訳
する場合には、  これらの用例のなかから最も類似し

た用例を使つて翻訳を行います。  この例では、  「中
国」 と 「絹織物」 に最も似た単語が使用されている
「イギ リ スの毛織物」 の用例が選択されます。次に、
「イギ リス 」 、  「毛織物」 をそれぞれ 「中国」、 「系目織
物」 に 置 き 換 え る こ と に よ っ て 、  最終的に 、、s i l k
made in China ' '  という翻訳結果を得ます。

音声認識では、 文の一部のみを間違つて認識する
こ とが時々あります。つま り 、ある部分は正しぃ単

語が認識され、  人間が間けばそれだけでも充分に意

味が通じる場合があります。  CHAT-T では この よ う
な誤りに対処するため、  部分翻訳機能を実現してい

ます。文全体として翻訳できない場合でも、文法的、

意味的にまとま りのある翻訳結果が得られればそれ

を出力します[4]。

4 .  自然な音声の合成

CHATRでは、 滑らかな音声で、  かっ話し手の声

に 似 た 声 で 合 成 す る こ と が で き ま す 。

まずあ る人が実際に喋つた音声をデー

タベース化し 、種々の音声単位を切 り

出しておきます。  CHATRでは、合成す

べ き文が入力 さ れ る と 、  ど の よ う な 音

声 単 位 を っ な ぎ 合 わ せ る と も っ と も 自

然で滑 ら か な音声が合成で き る か を判

断します 。  合成すべき音声との差が小

さ く 、  またっなぎの部分の不連続度が

な る べ く 小 さ い も の を 選 択 す る よ う に

します。  あ る程度の量のデータベー ス

を用意していおけば 、  極めて自然な音

声を合成するこ とができます [ 5 ] 。  また

前に述べたように、 S P R E Cでは話し手

の声に最も適した音声モデルを選択し

日本語

高 1
1l jljですね、一え 一 と  ,_91方7T円の l
部匯にします l

l
l
l
l
l
l
l

ますが、 どの話者のモデルを使用  したかはCHATR

に も知 ら され ます 。  CHATRでも複数話者の音声デ

ー タを用意していますので、  話し手の声に最も近い

話 者 デ ー タベース を使用する こ と に よ り 、 話 し手の

声に似た声で合成ができるわけです。

5 . システム制御
システム制御は、システム全体の制御を行います。

特にMA T R I X では、各コンポー ネ ン ト の デ ー タ の

入出力を全て制御部を通して行う方式とし、  また こ

の時に制御部で各コンポー ネ ン ト 特 有 の デ ー タ の フ

ォ ーマ ッ ト か ら 標準 フ ォーマ ツ トに変換する方式を

実現しています。  こ れ に よ り 、  あ る コ ン ポーネ ン ト

のプログラムが多少変更されても、  その影響を最小

限に抑える こ と がで き ます 。 この よ う な制御を行 う

と同時に、 システム全体に係わる機能の一部を分担

しています。例えば、  自然な会話では、文ごとに区

切らず 、 2 つの文をっな ぃで喋つてし ま う こ と があ

りますが、  このよ うな場合は発話分割機能によ り 2

つの文に分け、 1文ごとに翻訳や合成の処理を行わ

せます。 また、 「部屋はありません?」 と ぃ う ょ う に
文末を上げるこ とによって疑問を表すこ とがあ り ま

すが、  このよ うな文には疑問文のマー ク を 付 け て

CHAT-Tに渡します。

6 . ま と め
今回試作したシステムでは、  「ホテルの予約」 の
場面を対象としていますが、  辞書内容を置き換える

ことにより 、他の場面にも適用することが出来ます。

今後、 さらに精度向上のための各種改良を進める

と と もに 、英日方向の同様なシステムを開発し 、最

終的には日英、 英日双方向での会話が可能なシステ

ムを実現する予定です。特に対話では、話しの流れ

から省略された語やあいまぃな表現の意味を理解し

なければならない場合がありますが、  こ の よ う な 問

題にも積極的に取り組んで行く予定です。さらには、

多言語間の音声翻訳をめざし、 C-STAR  I I と ぃ う 国
際コンソーシアムを通じて世界各国の研究機関と研

究 協 力 を 進 め て い ま す 。  プ ロ ジ ェ ク ト 最 終 年 度

(1999年度)には、 これらの機関と共同で、  日本語、

英語、 ドイッ語、韓国語間での多言語音声翻訳国際

実験を行う予定です。

音声認識
(SPREC)

国 国

c 翻訳にHAT-T) 音 l1・合成
(CHA'「R)

a

僵人

音一

英語

1「1,vel1ll h a e liii cl 。;el
l 1'1lhavethisroomfor
1 seventeenthousand
l li y°n , ,
l
l

1l
l
l
1

'フークステーシ'ン
CPし1: 15 ,7Spec.int95
メモリ:512MB(実行誌約300MB使用)

1基無数
望21表部1約2,000器

言義択部1約10.000護

図 A T R-M T  R I Xの構成
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;,研究動向紹介

ことばのリズムが理解をたすける

How Do Humans Percelve TemporalStruotures in
Spoken Language?

話しことばにとってリズムは、 情報の受け渡しを円滑に行なうための基本的な約東事のよ
うなものです。  私達のグループは、 今 、  このことばのリズム、 も っ と一般的に言えば音声の
時間構造、 を耳で間いて把握するための手がかりに與味を持つています。 機械が人と同じこ
とばのリズムを共有できるような人にやさしい通信技術への貢献を3量つて、 今まで直感的に
説明されることの多かったリズムの手がかりの究明に、 実証的な研究手法を持ち込むことに
よ り 、  従来は知られていなかった新しい説明が可能であることを発見しまし た.
Rhythms or , more genera1ly.the temporalstructure of speech sounds serve a rl
essentia lrole a s  a form of protoool fororalcorr1munioationln our search for
clues that wi1la1low u s  to share such protocols between humans and machines ,
w e  extensively examined t h e  peroeptlon of speech  rhythrr1s by introduoing
empir1oalapproacheslnstead of the intultlve ones tha t  l-1ave been cornmo r11y
used in th ls  area . Psychoacousticalexperirr1ents revealed that the  perceptual
salience of the tempora lcues  embedded in speech sounds can be descri t)ed
more ef lectivelyln terrns of their fundamentalaudltory base , 1 ,e _ loudness , than
byl ingulst io factors such a s  syllables ormorae .

1 .  こ と ばの リ ズ ム

「かっばかっぱらった
かっばらっぱかっぱらった

と っ てちってた」
( 谷川俊太郎 『 こ とばあそび うた 』福音館書店よ り )

ふだん、  あま り意識するこ とはあ り ませんが 、  う

ま くで きた詩を耳にする と 、  な る ほ ど確かに こ と ば

には リ ズ ムがあ るのだ 、  と納得せずにはいられませ

ん。

話 し こ と ば に と っ て リ ズ ム は 、  情報の受け渡しを

円滑に行なうための基本的な約束事のようなもので

す。話し手 (情報の送り手 )  と聞 き手 ( 情報の受け

手) で同じ リ ズムを共有しているから こそ情報伝達

は う ま く ぃ く のです 。  もし 、  これが双方で食い違つ

てい た り す る と 、  とたんにコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に 支

障 を き た す こ と で し ょ う 。 こ の よ う な 事 情 は 、 話 し

こ と ばに限 らず 、時間 と と も に変化する1藤体を介し

た情報伝達手段 (例えばモデムなど )  には広く共通

のものです。

こ とばのリズムの共有は、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン が

人と人との間で行なわれている場合には、  特に意識

される こ とな く自然に実現されています。 と ころが 、

時代は既に人が機械と話しこ とばを使つてコ ミ ュニ

ケー シ ョ ン を と ろ う と い う と こ ろ ま で 来 て い ま す 。

人と機械の場合には、  機械は人のように直感的にリ

ズムを感じ とっては くれませんから 、  それを補 う た

めに ど う し て も 人 の側が機械に合わせ る こ と に な

り 、 余分な負担を強い られ る よ う に な り が ちです 。

こち らが急いでいるかど うか とはお構いなしに 、  い

つも一定のリズムで繰り返される自動応答システム

に、 不自然さを超えてある種のいらだちを覚えたこ

とのある方も少な くなぃ と思います。  これを避ける
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ためには、  例えば、  機械の話すこ とばを人に聞かせ

る場合には、  人が使う手がかりを使つて人が聞きや

すぃリズムを作つてやることが求められます。逆に、

機械で人の話すことばを聞きとる場合には、  人が使

っている手がか りで リズムを把握した方がよ り自然

なし ゃべり方に対応できると期待されます。つまり、

「人の感じ る リ ズ ムが何に基づいてい るのか」 を機
械に教えてやる必要が生じてきたのです。

2 .  何を聞いているか

と こ ろ が 、  これ まで こ とばの リ ズ ムの手がか りに

ついての研究は、 どちらかとぃえば直感的な論考が

多 く 、 機械に教えてやれ る よ う な 具体的なデー タ を

伴う実証的な調査はあまり行なわれてきませんでし

た。 例えば、 拍あるいはモー ラ と呼ばれるのは基本

的にひらがな 1文字に一致する リ ズ ムの単位 と して

直感的に定義された用語です。「刻」 と ぃ う 夕 イ ミ
ングのポ イン ト も提唱 されま した 。 これは 、  ほぼ母

音の開始時間に相当する夕イ ミ ン グであ る と説明さ

れていますが、  やはり直感から得られたものです[ 1 ]

そこで、  私たちのグループでは、 何を リ ズ ムの手

がか り と し て人は こ とばを聞いてい るのか 、実証的

なアプローチを試みるこ とに しま した 。  まずは、手

がか りの候補を絞るこ とか ら始めるのが早道です。

とは言うものの、発話によって大気中に放射された

音声は 、音楽 ( 特に西洋音楽 ) の よ う に楽器のア夕

ックとか音程の離散的な変化で拍節構造が明示され

ているわけではありませんから簡単には決められま

せん。 しかし、  リズムを示すための手がかりは、音

声中の音響特性が定常な部分やぼんやり  と し た変化

しか示さなぃ部分ではなく急激に変化する部分であ

る と ぃ う こ と は 確 か な よ う に 思 わ れ ま す 。 そ し て 、

その手がかりは発話された音声中に普 ;illli的に  (それ

相応の類1度で)  しかも繰 り返し存在しているもので



なければなりません。  _
上記 2 つの条件を も っ と も う ま く 満 たす候補 と し

て 、私たちは “a, i, u” などの母音と  “k, s, t, n” な

ど の子音 と の境界を リ ズ ム の手がか り と し て想定

し、 こ こか ら調査を始める こ とに し ま した 。

実は、 こ こまでは、  お も し ろ い こ と に 先達 に よ り

直感的に得られた解と同じです。  子音から母音への
境 界 ( C-to-V境界) は 「刻」 が 想 定 し た 夕 イ ミ ン グ
点と基本的に一致しますし、  母音から子音への境界

( V -to-C境界) は拍あ るいはモー ラ の 切 れ 目 に 常 に
一致します。  しかしながら 、  C-to-V境界とV -to-C境
界とどちらが手がかり と して重要であるのか、  と な

ると人によって見解が分かれます。双方に言い分が

あり、議論は尽きません。

3 .  V-to-CかC-to-Vか
そこで私たちは、  この議論に決着をっけるため、

一連の聴取実験を行ないました。図1に示すょうに、

単語の中のある一つの音韻  (母音か子音) の継続時

間長を少し縮めてやり、  隣の音韻を同じだけ伸ばし

てや り ます 。伸ば した り縮めた りす る部分を う ま く

定常的な性質をもっところだけに絞れば、  変化の激

し ぃ境界部分だけが移動するこ とにな ります。 この

よ う に して操作した音声をた く さんの人に聞いても

らぃ 、  元の音声に比べて時間構造がどれくらぃ違つ

てい る か あ る いは どれ く  らぃ歪んでいるかを判定し

てもらえば、境界部分が時間の手がかり と してどれ

く ら い強 く働 く かがわか り ます 。つ ま り 、 元の も の

と の違いがよ り大き ぃ と判定されるほど 、  その際移

動させられた境界部分が手がかり と してよ り強力で

ある 、  と い う こ と に な り ま す 。

さ て結果ですが 、実は 、 V -to-C説、C-to-V説どち
らにも軍配は上がりませんでした 。そのかわり 、手

がかりの強さを示す別の要因のあることが分かりま

した 。それは、図 2に示すよ うな境界の前後におけ

る ラ ウ ド ネ ス 'の落差で、  この落差が大き ぃほど 、

境界の移動の影響が大きぃという結果でした[ 1 ] 。

結局、直感によって片方が有利に見えたりしたが、

おしなべて見ればV -to-C境界もC-to-V境界も変わり
はなか っ た と い う こ と で す 。 そ れ よ り も 、 急 激 な大

きさの変化が生じた点を 「節目」 と し て 捉 え よ う と
する聴覚の基本的な特性が手がかりの重要性を支配

するのだ、  と解釈できます。  さ ら に 、  これまでC-to-
VかV-to-C か とい う見方で リズムの聞こえの説明に
ある程度成功していたのは、  それらが心理音響的に

も意味のある大きなラウ ドネスの変化部分にたまた

ま一致していたから 、 と も云えるわけです。つま り 、

研究にあたって用い られたサンプルによ って 2 通 り

の主張が導かれていた とい う こ とにな り ます 。

この結果は、  ある意味では当た  り前ではあるので

すが、直感に基づく論考を行なった人々、それを常

識と考えていた人々には少なからぬ驚きをもって迎

え られま した 。

tl a l m l a l t la l m l a

tl a a a l m l a
C-to-V境界移動 V-to-C境界移動
図 1  境界部分の移動操作

大きな落差のある境界の方が移動による影響が1フl:きい
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図 2  境界部分でのラウ ドネス落差

4 .  これから

以上お話しした成果はまだ基礎的なレベルのもの

で、 こ れに よ り 人 と 機械 と の話 し こ と ばに よ る コ ミ

ユ ニ ケ ー シ ョンが飛躍的に向上するとい う ゎけでは

あ りません。  C-to-V境界と V-to-C境界との関係にっ
いて も 、  手がかりとしての強さの点では両者に差は

なぃ ものの 、機能的な違いはあるら し ぃ こ とが最近

分かってきており 、  まだ詰めなければならない点が

数多く残されています。  しかし、視点の転換、  あ る

い は こ と ば の リ ズ ム にっいての保守的な考えからの

解放、 を促すとい う意味で意義のある成果であると

考えています。  このような知識の積み上げが本当の

意味で人に負担を強いなぃコ ミュニケー シ ョ ン 技術

の実現にっながるものと信じています。

5 . 謝辞
聴.覚による時間構造の知覚にっいて助言をぃただ

いた津由奇主任研究員に感謝いたします。
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研究動向紹介

アンテナはどこをみているか
How to  Create a Multibeam Antenna Radiation Pattern

- 光空間信号処理マルチビーム受信アンテナ
Spat ia lOpt ica lS igna lProcess ing  Antenna

マルチメディアというキー ワー ドのもと、有線はもちろん無線通信に求められる機能も非
常に複雑になってきております。  無線通信では、 その情報の出入り口にアンテナが使われて
お り 、 そのため多くの機能がアンテナに求められるようになってきました。  私たちの研究室
では、 将来のアンテナに求められる姿を想定して、 さまざまなアンテナの研究を行つていま
す,ここでは、その1つである光空間信号処理を用いるマルチビー ム受信アンテナについて
紹介します ,,

As  wireless teleoommunlcat1on systems advanoe , ar-1tennas  are expeoted to
l-1ave many fu rlctions and hlgh performarlces.1n AT F= , we are studylng a many
types of antenna for f し1tし1 re wireless comrnunioatlon systems . Spa t l a l op t i oa l
s igna lprocess ing a rltenna is  the one of tl-1eseresearches, 1n 11hls pape r. w e
lntroduce a reoeiving rr1o d e  s p a t i a l o p t i c a l s l g n a l p r o c e s s l n g  antenna for
multibeamreceptlon.

1 はじめに

最近の通信分野の進歩にともなぃ、  ア ン テナに も

多くの機能が求められるよ うになってきま した 。  こ

のようなァンテナの 1つに、 1つのアンテナでた く さ

んの方向から来る信号を受信出来るアンテナが考え

られています。  この様なアンテナがあれば、  従来た

く さんの方向から来る信号を受信するためには方向

毎にたくさんのアンテナが必要だったのが、  1 つ の

ア ン テ ナ で カ バーす る こ と が で き る よ う に な り ま

す。 この よ う な ァ ンテナをマルチビームアンテナ と

よび、図 1のように、たとえば移動通信の基地局や、

衛星通信などに使えるのではなぃかと考えられてい

ます。 この場合、  アンテナはいろいろな方向から来

た電渡を同時に受信するため、  アンテナには様々な

方向から来る信号を、  到来方向毎に分離する機能が

必要になります。  A T  Rでは、  こ の よ う な機能を光

空間信号処理によって実現する方法を提案していま

す。

-,一名一一

7

図 1  マルチビームアンテナの一例

2 光空間信号処理つてなに?

図 2のよ うに真ん中にレンズを立て 、左側に物体

を 、 右 側 に ス ク リ ー ン を 立 て れ ば 、 物 体 の イ メ ージ

が ス ク リ ー ンに映る こ とは よ く知 られています 。  レ

ンズの代わりにピンホールの開いた板を立てた場合

でも同じです。  説明を簡単にするために、  左側に置

源

-
光

A

(株)ATR環境適応通信研究所

第三研究室

柴田  治

レンズ

富
スクリーン

図 2  光による並列空間信号処理

く物体を光源と  して説明を続けます。  光源の位置が

上にあればス ク リ ー ン 上 の イ メ ー ジは下に映 り 、光

源が下にあればイメージは上に映ります。  こ こ で 光

源が沢山ある場合を考えてみましょ う 。  も しレンズ

がなければ、  ス ク リー ンにはそれぞれの光源からで

た光がすべて混ざったものが照射されます。  一方間

にレンズを立てた場合、  レンズの左側ではそれぞれ

の光がすべて混ざっていても、  ス ク リ ー ン上にはそ

れぞれの光が、光源の位置によって別々のところに

イ メ ージを結びます。 A T Rでは、  この原理がマル

チ ビームアンテナに必要な、  様々な方向から来る信

号を到来した方向毎に分離する機能に応用できるの

ではないかと考え、  研究を始めました。

3 なぜ光?

実はこのよ うに 、  マルチビームアンテナの受信信

号を到来方向毎に信号を分離する回路は、  光を用い

る方法以外でもぃくっか方法が提案されており、す

でに実現されているものもあ り ます 。  ではなぜ A  T

R では光を使 う こ と を考えたので し ょ う か 。  1 つ の

理由として 、  構造が比較的シンプルで小型に出来る

のではな ぃか と ぃ う こ と が考え られ ます 。 ア ンテナ

の素子の数が非常に多い場合、 従来技術では回路規

模が、 おおざっぱにいって素子数の 2乗に比例して
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非常に複雑になっていま  した。  一方光空間信号処理

では、 基本構成はそのまま一部回路を增やすだけで

対応できます。  ま た 、 光 を 使 う も う 1 つ の メ リ ッ ト

は、広帯域な信号を同時にあっか う こ とができる と

い う事です 。  光の信号は電波の周波数と比べると、

104 5以上もの非常に高い周波数のため、  電気の領域

で非常に広帯域な信号でも、  光の領域での信号処理

では、 ほ とんど無視できるほどの帯域と して扱 う事

ができます。

4 実際のアンテナ系

実際に A  T R が提案している 、  光空間信号処理を

用いた受信系のアンテナを説明し ま し ょ う 。 図 3 の

よ うに 、複数の方向から到来する電波の信号を 1つ

のアンテナの中にある複数の素子で受信します。  こ

こで、  アンテナ面で受信した信号は、  レンズ面に到

達する光 と い っ し ょ で 、  いろいろな方向から到来し

た電波がすべて混ざった状態となっています。  次に

これら各素子で受信した電気の信号を光の信号に変

換 ( E / 0 変 換 )  します。そして変換された光を空

間に放射する と 、その光は 、  レンズから出た光がス

ク リー ンに焦点を結ぶように、  アンテナで受信した

電波の到来方向毎に、 それぞれ異なった方向にイメ

ー ジを結び、 空間的に分離されます。  こ れ ら を そ れ

ぞれ検波して光信号から電気信号に戻せば ( 0 / E

変換)、  アンテナで受信した信号をそれぞれ到来し

た方向毎に別々に取り出す事ができます。

A T R では実際に E / 0 変換部分を試作して 、  機

能実証を行いました。上述のように原理は簡単です

行

-〉一
-〉 -
-

l〉一

一
子

一新
Af

BaA

-
素

図 3  光空間信号処理アンテナの構成

が、 実際に回路を実現するには多く  の技術課題があ

ります。たとえば光の安定性をぃかにして確保する

かとい う こ とです 。光の波長は非常に短いため 、材

質のち ょ っ と し た伸び縮みなどによ り 、 その状態が

簡単に変わってしまぃます。  今回の回路で特に重要

と な る の は 、  図 3 に 点 線 で 示 す 、  電 気 一光 変 換

( E / 〇 )  された光が空間に放射されるまでの間で

す。この部分で光の状態が変化してしま う と 、放射

さ れ た 光 が う ま く 右 側 に イ メ ージを結べなくなって

しまぃます。  A T Rでは点線部分を1枚の基板上に

まとめて作り込み、  となりの経路との相対的な安定

性を確保することでこの問題を解決しました。また、

どうゃって電波の情報を光の情報に変換するか、  と

いった こ と も課題の 1 つです 。 これにっい て は 、 あ

らかじめレー ザ一光を用意しておき、  光変調器を用

いて電気の信号を光に乗せるといった方法で解決し

ました。  このため、実際の構成では図3に示す構成

と は E / 0 と 0 / E の 変 換 部 分 が 若 干 異 な っ て い ま

す。 また、  電波を光に変換している関係から、  実際

には電波の到来角度と光の分離する角度が異なりま

すが、その関係は比例関係になっており、  ア ン テ ナ

で受信した信号は、 すべて光の領域でそのイメ ージ

を形成するこ とができます。

試作コンポーネン ト を用いた実験の結果、実際に

アンテナ受信信号を模擬した電気信号を入力する

と 、  信号到来方向毎に光が異なった方向に分離する

こ とが実証され 、  電波の到来方向が複数になった場

合でも 、それぞれが分離されるこ とを確認しました 。

5 ま と め

この よ う にアンテナの信号処理に光を用いる こ と

で、複雑な処理を、簡単な構成で、  同時に実現する

こ とができます 。今回こ こで紹介したのは 、光空間

信号処理による受信側のアンテナですが、  A T R で

は同様に送信側のアンテナにっいても研究してお り

ます。 また光空間信号処理以外でも、 将来の無線通

信に必要なアンテナの姿を想定して、  さ ま ざ ま な機

能をもったァンテナの研究を行なっております。
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ATR Monologue (5

二人称の勧め  ( そ の l )

(株 )国際電気通信基礎技術研究所

顧 問 葉原  耕平

今から十数年前、  真藤さんが当時の電電公社総裁に就任された折り  「おま え達の話しているのは電電語だ」
と か 「一人称で行動しろ」 など多くの真藤語録が生まれました。  それ以来旧電電公社、 N T Tでは描も杓子
も 「一人称、一人称」  と口にする よ うにな り 、現在に至つている よ うに思えます 。私は割に天の邪鬼な と こ
ろ が あ り ま す の で 、 そ れ以来 こ と さ ら 「二人称で考えょう」 と言つてきております。  そ し て 「君たちの設
計している装置機器は奥さんやおじい さん 、  おばあさんでも使えるかね」 と 言つて き ま し た 。  私は  「二人称
で考える」 こ と が 「一人称で行動する」 こ との原点だと思つています 。注意して頂きたいのは 「考える」 と
「行動する」 の使い分けです。「二人称で考える」 こ とな しに行動する と一人よが りにな り兼ねません 。今回
と次回はこのテーマにっいて私の考えをぃくっか述べてみます。

① ューザの立場で考える
A T R で は 「通信の最終ユーザは人である」 と ぃ う立場で、そのユーザ で あ る “ 人 ” が ど の よ う に 外 界 を
認識し、 行動しているか、  などの視点で研究を行つている、  と い う 思想を こ と あ る度に強調して き ま し た 。

その発想の原点は次のような当たり前のことにあります。

電話交換の初期いわゆる手動式の交換台が使われていた頃、  ユーザは交換手に 「角の う どん屋」 と い う だ
けで業いで くれました 。  と こ ろ が 、  い わ ゆ る  “自動交換機” が導入されて以来ユーザは手でダイァルを理さ

ね ば な ら な く な り 、 ユーザ に と っ て “ 自 動 式” は “手動式” と ぃ う こ と に あ い な り ま し た 。 こ の よ う に “ 自

動 ' と ぃ う 言 葉 は ネ ッ ト ワー ク の 運 用 側 ( キ ャ リ ア 側 ) の 見 方 で あ っ て 、 ユーザの見方である とは言えませ

ん ( も っ と も 、 ず っ と 背 は “ 自 動 ” で は な く  “自働 ”  と ぃ う 字 が 当 て ら れ て い ま し た ) 。 同 じ よ う な こ と は

自動販売機、 自動改札機などにも言えます。  サー ビスの提供側とューザの立場を変えると  “自動 ” と か “手
動” とかい う言葉は再検討が必要でしょ う 。  ただし、  私はいわゆ る  “ 自動化 ”  が間違つていた と言いた ぃの

ではありません。  しかし、 “自動化 ” に よ っ て得た もの も多い反面 、  「角の う どん屋」 と ぃ う 人間味のあ るや
り と りの よ うに失われたものもあ り ます 。情報社会に向けては、  サー ビスの提供側からューザ側に視点を移
して考えてみるこ とが大切です。余談ですが、最近そう ぃ う こ とに気がっい て “売 り場 ” を “ お買い場 ” に

変えたデパー ト がある と も聞いています。ついでですが、私は関東で話しをする時は 「う ど ん 屋」 を 「そば
屋」 に変えています。

② 相手の立場で考える

私は信条を聞かれたとき  「相手の立場で考える」 と言つております。  これは一見大変良心的なようですが、
本当は幸辣な発想でもあるのです。  人と話した り交渉をした りする時 、  大抵の人はまず自分の考えを主張す

るでし ょ う 。私 も大抵はそ うです 。ですが、時によっては同時に自分を相手の立場に置き換えるこ と もやっ

てみ ます 。 そ う す る と 、  ど う ぃ う こ と を 言 い 、  ど う ぃ う 行 動 を す る か と い う こ と の 想 像 がっきます。大装裟

に言えば 「敵を知る」 と ぃ う こ とです。相手の発言が傍目には異様であったり 、  け し か ら ん と い う ょ う な こ
と が あ っ て も 、  自分が相手の立場ならやはりそ う言い、行動するだろ う 、  と ぃ う こ と で あ れば 、 そ れ は異様

でも何でもあ りません。  その想像と異なっていればその方がよほど大変な情報です。  よ く裁判で判決が出た

とき敗れた方は 「判決文を精査して、云々」 と言います。庶民には 「木で鼻を く く っ た よ う で往生際が悪い」
と 映 る こ と も ま ま あ り ま し ょ う し 、 私 も 大抵同感です 。  しかし、  当事者の立場では多くの場合それ以上のこ

と が言え るで し ょ う か 。  もし 、庶民の期待のようにはじめから 「悪 う ご ざ ぃ ま し た」 と言えばこれは大変な
こ と で 、  私 な ら  「何かあったのかな」 と思つてしまぃます。  そして、  それならはじめから裁判など起こすべ
きでなかったこ とにもな り ます 。

少し生々しぃですが、  身近な例を述べます。 A T Rでは外部からしばしば資料提出や説明を求められます。
と き に は 「な ぜ こ ん な こ と ま で」 と 思 う こ と も 有 り 得 ま す 。  しかし、相手の担当の立場に立てば上司に説明
する時どんな質問があるやも知れず、  準備万端整えるのは至極当然で、 そのためにはしっこ い程聞いてお く

のは当たり前です。  さらに上司はまたその上司あるいは別の機関に説明する、  と ぃ う こ と を 思 え ば出来 る だ

け適切な情報を提供するのはわれわれのためであり、  われわれに代わっていろいろ と外部に説明して頂いて

い る 、  あ り が た ぃ こ と だ 、  と ぃ う単純明快なことが理解できるわけです。

また、 ち ょ っ と 具合の悪い こ と を何 と か し なけれればな ら ない 、  と い う ょ う な こ と を 想 像 す る と 、  出来る

だけ手短かに最小限の説明でさっと逃げ帰りたい、  と思 うのは人情でし ょ う 。 そ う ぃ う態度や説明に遭遇す
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る と  「ああ、  や っ ぱ り ね」 とい う印象が残ります。  逆効果です。 私には、 こ う して知らず知らずの内に人の
行動を品定めしている悪い癖があるよ うです。

③ 特許の書き方
A T Rでは特許出願の事務手続きは各研究開発会社の自由裁量です。 ですから、  ア イ デ イ ア だ け 伝 え て 後

は弁理士さん任せのところもあれば、担当者が私に説明に来ると ぃ う と ころ もあ り ま した 。担当者は緊張気

味だったかも知れませんが、  これはお互いにいい機会ですから私は出来るだけよ く話しを聞 く ょ うにした積

もりです。  と こ ろが技術内容がよ く て も 、  特許そのものの書き方が上手でない、  と ぃ う 場合がしばしばあ り

ました。それは一人称で書くからです。

具体例 ( 仮想 )  を説明します 。最近は大抵のこ とはディジ夕ル処理されます。音声もそ うです 。従つて担

当者はまず A / D 変換器で音声をデ ィ ジ タル化するで し ょ う 。  そ し て  “ 音 声信号 をデ ィ ジ夕ル化す る A / D

変 換 器 と ・  ・ ・ ”  と自分が実験でやった通りに請求範囲を書いてきます。そこで私が質問します 「仮に君が
ライバル会社の担当で、  この特許の逃げ道を必死に考えるとい う立場だったらど うだろ う 。君の請求範囲に

はA / D変換器が構成要素に入つているけど 、  遠隔地から直接ディジタル信号で入つてきてあとは同じ装置

で処理す る と ど う ぃ う こ と に な る か な 。  A / D変換器は要らない訳だから君の特許は逃げられて仕舞う ょ 」

と 。 「だ か ら “ デ ィ ジ タ ル 化 さ れ た 音 声 信 号 を ・  ・ ・ ” だけでいいんだよ 。ついでに同じ原理で映像情報も
処理できるなら 、音声に限るのはまずぃよ 。音声にしか使えないかどうか検討してある ? 」 とい うゎけです。

このよ うに特許逃れ、  特許つぶしとぃう相手の立場で吟味すると不必要な制限事項が入つていたり、  必要な

ものが抜けていたりすることに気がっきます。

私は よ く  「今日の午後は A T Rの社員を辞めて〇〇会社の社員になってご覧。  そして必死でこの特許を逃
げる方法を考えてご覧」 と言つたものでした。  そ うするこ とで脇の締まったものにな ります 。  そ し て よ り 大
切なことは、本当にオリジナルなことは何か、

もっ と一般化できないか、  など自分の研究の

本質がはっ き り見えて く る こ と です 。エ ツ セ

ンスの抽出は本人がやるべきだと思つてぃま

す。そしてそれは自信にっながります。です

か ら 、 そ う ぃ う 自 信 がっくまでは私は本当は

弁理士任せは反対です。 ついでに言えば、  こ

う ぃ う こ と が 私 の と こ ろ で し か議論 さ れ な ぃ

場合があるのは不思議なこ とでした  (次回参

照)。

④ 仮想変身の'動め
二人称で考え る と い う こ と は 、  頭の中でいろんな人に変身し、  その人の置かれている環境、  条件を想像し

て仮想行動をしてみるこ とです。  お金をかけなぃでいろんな人、  例えば大統領にでもなれるのですから面白

い こ とです 。世の中では良かれ と思つてやった こ とが反つて相手を傷つける こ と も あ り ます 。 これなど も行

動の前に相手に変身してみれば未然に防げることが多いのではなぃでしょ うか。

別の例を話します。  A T Rには外国人の研究者など来訪者が大勢見えます。 私は (かな漢字の読めなぃ )

外国人になった積も りで英語  ( ローマ字) 表記だけを頼りに関西国際空港から公共交通機関で A T R ま で来
る シ ミ ュ レー ションをゃってみました。難物の一つは近鉄西大寺駅での乗り換えです。大阪難波行きと京都

行きが同じホームから発着します。  折角難渡から西大寺に来ても京都行きに乘らなぃで難渡に逆戻りするよ

う な こ と は な い だ ろ う か 、 果 た し て A  T R に た ど り着け るだろ う か と 。 そ う ぃ う こ と を近鉄の方にお話し し
た こ と が あ り ま す 。 私 の シ ミ ュ レー シ ョン結果のこ とはここでは割愛します。

⑥ う ま く 使 お う=人称
さ て 、  こ の  A T R ジ ャーナルもぉ客様つま りューザは読者です。  記事 と ぃ う プ ロ ダ ク  ト を 読 者 と ぃ うュー
ザにいかにいい品質でかっ夕 イ ム リ ーに提供するかという点では世の中の商品と何ら変わりません。

実は A T Rでは品質向上のため手近で実行可能な方策として、  既に二人称を活用しているのです。  私は学

会誌の記事などでも、  対象が大学院生レベルだとすると、  二人称の立場にある大学院生とか同等の新入社員

などに実際に原稿を読んで貰つて具体的に意見を聞き 、推敲する とい う こ と をやってきま した 。  どの雑誌で

も大抵査読が行われますが、 往々にして同じ分野の専門家が見ます。  その結果、 非専門家への初歩的な説明

不足などがとかく見落とされ勝ちです。  A T Rジャーナルの場合は専門的なチェ ツ
ク と合せて非専門家、  具体的には事務系の社員などに読んで貰う仕組みにしてあり

ます 。そして 、  わか ら な い こ と は遠慮な く 指摘 し て貰 う こ と で 進め て き ま し た 。 で

すから、  これらのたとえば経理部の若手社員は、  その時だけは A T R社員ではな

く て読者のひと りに変身して貰つているのです 。そ してューザ と しての厳しい意見
を出すのが務めなのです。  遠慮は悪です。 私はそれがいつまでも機能するよ う願つ

ています 。
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短信

新鮮な経験

ー 「え え と」 と 「あの一」 の二ユアンスー

国際電信電話株式会社 研究所 . 主席研究員

(前A  T R音声翻訳通信研究所 代表取締役社長)

山崎  泰弘

日常の会話で、 言葉が う ま く 出 て こ なか った り 、  考え込むときに、  繋 ぎの言葉 と し て よ く  「ええと」 と か

「あ のー」 といった言葉を無意識に使います。  しかしこの  「え え と」 と 「あのー」 に もニ ュ ア ン スの違いが

あり 、それぞれ使い方があるよ うです。職場の上司から 「例の件は ど う な っ て い る か」 と 間われ 、咄嗟の返

答に窮した場合、先ずどんな言葉を発しますか。迂開にも  「ええと」 と 応 え る と 、  「考えさえ も未だ組まっ

ていないのではなぃか」 と上司に見透かされてしまいます。  「あの一」 の方が少しは罪が軽くなるかも知れ

ません。

5年前 ( 1 9 9 3年春 ) A T R音声翻訳通信研究所に赴任して間もなく、 「言語処理」 に関する雑談をしていた

時 、 上 述 の よ う な 「ええ と」 と 「あの一」の使い方や違いが話題となりました。 「言語処理」 が専門でなぃ

私は、 は て な と 思 い 「え え と」 と言つて 、暫 く し てあ る考えを答え ょ う と し ま し たが適当な言葉が見つから

ず、 「あの一」 と 言つて し ま ぃ ま し た 。 その時 「言語処理」 の専門家でもある室長が 「ええと」 と い う 言 葉

と 「あの一」 と ぃ う言葉の使い方はそれでいいのですと助け Ji1- ( ? )  を出 して くれ ま し た 。訳 も分か らず 、
ぼ か ん と し て い る と 、  くだんの室長が 「ええと」 と ぃ う言葉は 、頭のなかで考えゃ答えを探し出そ う と して

思考し 、検索している最中に発する言葉であ り 、  「あの一」 と ぃ う 言葉は考えがあ る程度ま と ま り 、  聞き手

に伝わるために、  ど う 表現 し ょ う か言葉を探 してい る時に よ く 発す る言葉 との こ と で し た 。  ( 詳 し く は 、 音

声文法研究会編 「文法と音声」 1 3 章 参照 )

今まで全く意識せず、  「え え と」 と 「あの一」 を使つてい ま し た が 、 言 われてみ る と 確 かに違いが あ り 、
日本人は無意識に使い分けをしているよ うです 。専門が違 う とはいえ 、今まで全 く気が付かなかったこ とに

大変びっく り し 、内心、大変な研究所に来てしまったと観念してしまぃました。新角111な経験で 、興味深いこ

とではあ り ま したが 、  日本語が気にな りはじめ 、少な く と もその後 2̃ 3日間、私の日本語の話す速さが普

段の倍以上遅くなってしまったことを覚えています。

ATR音声翻訳通信研究所の研究目標は、 日本語と外国語の話し言葉をコンピュー タを用いて翻訳する技術

を研究開発することです。前述の 「ええと」 と 「あの一」 に違いがある とすれば 、英語ではど う表現するの
で し ょ う か 。  “We11” 、 “Let m e  s e e ” などが咄嗟に頭に浮かびますが、その違いとなると定かではありませ

ん。 そのうち英語を母国語にしている人に尋ねてみたいと思つています。  もちろん現在の音声翻訳技術の研

究にこのような訳し分けまでも追求する必要はありません。  しかし話し言葉を対象に音声翻訳技術を研究開

発する研究者は、 人と人の会話に現れる言語現象や音声現象に対し、  研ぎ澄 ま された  「感性」 を常にもっこ

とが大切です。「人に学ぶ」 と ぃ う基本理念はやはり A  T R の バ ッ ク ボー ンなのです。深い専門的知識と広

い視野を持つた多くの研究者にA  T Rで出会い、新鮮な経験を数多く積むことができました。私の貴重な財

産です。
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第58回 (人間情報科学第48回) 97年11月10日

フランスにおける計算論的神経科学

Simon Tho r p e教授 Nicolas Franceschini教授 Yves Bu rnod教授

今回は 、認知脳研究所のサ イモン ・ ソープ教授 、 L N B 3 の ニ コ ラ ・ フ ラ ンチ ェ ス キーニ教授、  ピェー ル &

マ リ ー ・ キュー リ 一大学の イブ ・ ブルー ノ教授をお招き し 、  フランス国内におけるそれぞれの研究分野の最
新研究動向 ・ 成果をご紹介頂きました 。

ソ ープ教授には、 迅速な視覚情報処理を可能にする非同期スパイク計算モデルにっいて、  ビデオや0HPを

交えご解説頂きました。

フ ラ ン チ ェ ス キーニ教授には、  ハエの対象物動き検出ニュー ロ ンにっいて、  電気生理学的研究から、 その

結果を応用したロボットの障害物回避の研究に至るまでを幅広くご紹介頂きました。

ブルー ノ教授には、  fMR I  (機能的核磁気共鳴画像装置)  と計算論的神経科学を組み合わせた手法による、

視覚運動プログラムを学習する大月11f皮質における神経特性にっい て様々 なデ一夕等を交えご紹介頂きまし
た。

途中、  参加者からの多数の質問があるなど、  長時間にもかかわらず熱気にあふれた活発な討論が繰り広げ

られました 。

Nicolas Franceschin i教授

第59回(人間情報科学第48回)  97年12月1日

コンピュ一夕 ビ ジ ョ ン の イ メ ー ジ 生 成への応用に関する集中講義

Zhengyou Z h a n g教授

A T R人間情報通信研究所にサバティカルを利用して 1年間

滞在された仏INRIAの研究員Zhengyou  Z h a n g教授に、  ATR

での滞在研究成果の報告も兼ねて、

(1) Multiple v iew  analysis,,

(2) Photor ealistic Modeling,,

(3) Facia l image,,

と い う 3 つ の 話 題 にっいての集中講義を行つていただきま し

た。 射影幾何学の数学的原理にっいての基礎的解説から出発

し、 3次元CADモデルによらない写実的な画像生成など、  コ

ンピュ一夕 ビ ジ ョ ン の イ メ ー ジ処理への様々な応用の可能性
が豊富な実験例 と と も に示 され ま し た 。約 5 時間に及ぶ長時

間の集中講義でしたが、  本分野に専門的に取り組んでいる研

Yves Bu r n o d教授

究者が多数聴講したため、最後まで活発な質疑応答が繰り広げられました。

Zhengyou Z h a n g教授
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Virtua lReal i ty Exposit ion1997は、1992年、1994年に引き

続き第三回目の開催で、  1 0月 9日 ̃ 1 2日の日程で名古屋国際

会議場において行われました。  「V.R.が開 く新し ぃ世界」 を テ
ーマにV . R . デモンス ト レー シ ョ ン 、 V . R . 国 際 シ ンポジ ウ ム 、

V .R.ワー クシ ョ ップが開催され 、 V . R . デモンス ト レーシ ョ ン に

株式会社電通テック殿と共同出展でATR知能映像通信研究所

よ り  「Talking Eye」 を出展しました。主催者の発表によると

E x p o全体での入場者数は2万人を超えるなど大変盛況でし

た。今回初めて外部へ出展した 「Talking Eye」 は、CGの関

係者や若いプログラマに関心を持たれ、  「何に使えるのか」 と

い う質問も多 くの方から ぃただきま した 。  中には  「 ス ク リ ー ン ・ セーバーに是非欲しぃ」、 「家にもって帰 り

た い」 とぃった意見もあるなど一般の方や子供達の反応が、  今後の研究を進める上で大変参考となりました。

一UNU/NTTマルチメディアと地球環境フォーラムに出展一

(株)ATR知能映像通信研究所

(株 )国際電気通信基礎技術研究所

UNU/N T T マ ルチ メデ イ ア と地球環境フ ォー ラ ムは 、  マル

チ メ デ ィ ア の 進 展 に よ っ て 、 今 後 は 「物 流」 か ら  「情 流」へ

と い う パ ラ ダ イ ム シ フ ト を 促 し 、 地 球環境に大 き く 貢 献 で き

る と ぃ う 基 本 コ ン セ プ ト の も と 、  1 0月3 0 、 3 1日の2日間、東

京大手町で開催されました。  こ の フ ォ ー ラ ム の コ ン セ プ ト に

対応して、  ATR知能映像通信研究所の来場者体験型の二つの

システム  「Talking Eye」 と 「フラ ク夕ルによる自然なC G作
成技術」 を出展しました。会場には、  ホーム ゾ ー ン 、  サ テ ラ

イ ト オ フ イ ス ゾー ン 、個別展示ゾー ン が あ り 各 ゾー ンにそれ

ぞれ展示しました。来場者には研究者の方が多いこともあり、

活発な議論が交されました。

Talk ing Eyeは、 「映像」 と 「声」 が ホーム ゾー ンの雰囲気作りに大いに貢献しました。  「情報の伝達」 主
体の コ ミ ュ ニ ケーシ ョンに対し 、  「人 と 人 と を 繋 ぐ」 側面の重要性を強調しながら、  従来の情報伝達、 行為

遂行的なコミュニケーションモデルの問題点を指摘しました。  また、 本研究の環境問題との関わりにおける

ポ イ ン ト を ァ ピールし、大変好評を得ました。フラクタルによる自然なCG作成技術は、  ホ ー ム ゾー ン 、個別

展示ゾー ンに体験型の展示をしました。展示では、 「情報環境」 を保全 ・ 補 完 す る 、  と ぃ う 問題意識にっい

て興味深 く関心 を持つていただけ ま し た 。 ま た 、 サ テ ラ イ ト オ フ イ ス ゾー ンにおけるNTT入出力研究所殿の

超高精細ディスプレイへの作品デモを併わせて行い、 従来 コ ン テ ン ツ と は一線を画したものとの評価をぃた

だ き ま し た 。
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「けぃはんな産学官エキシビジョ  ン97」 が10月15日、 16日

の 2 日間 、  けいはん なプ ラ ザ イ ベ ン ト ホールで開催されまし

た。

2 1世紀の未来都市づくりをめざす  「けぃはんな学研都市で

は」 およそ5 0の研究機関・大学等に約2 5,0 0 0人の研究者、学

生等が活動し約51,000人の人々が住んでいます。

この展示会は、  都市内の研究機関の施設概要 ・ 研究内容の

紹介と京都や、  けぃはんな学研都市での大学等の産学共同の

取組みを紹介し、広く産学官や研究機関の相互交流、地域の

方々 との交流を図る こ と を目的に開催され 、各研究機関 ・ 大

学等から多数出展されま  した。 A T Rからは音声翻訳通信研究所、  第2研究室の多言語音声合成システム

「C  H A T R 」  を出展しデモを行なった。  多くの方々が訪れ合成音声の自然性に驚かれる参加者も多く盛況

でした 。

国際シンポジウム lnfo-Tech'9 7へのATR成果の出展
英語の聴き取 り学習 /多言語音声合成 /多言語対話翻訳

A T R 音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 第 3 研 究 室 飯 田 仁

10月23日、 2 4日にけぃはんなプラザにおいて、  通産省と京

都府の後援で (財 )関西情報セン夕ーが国際シンポジウム I n f o-
Tech '9 7 を主催しました。同時に 「イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン テ ク

ノ ロ ジー紹 介」 と ぃ う コーナーが併設され、  関西学研都市を

中心 と し て 誕 生 し た 最 新 の テ ク ノ ロ ジーが紹介 され ま し た 。

A T R か ら 、  A T R ヒ ア リ ン グ ス ク ー ル 、  多言語音声合成

CHATR、多言語対話翻訳Chat  Translation Sys t emを出展し

ました。

I n fo-Tech '97の同展示コーナーでは、  A T Rのほか奈良先
端科学技術大学院大学、 N T T 、 (財 )関西情報セン夕ーから技

術紹介があり  ました。  同大学院大学からは、  利用が始まっている電子図書館の実演や、  サ ッ カーを す る ロ ボ

ッ トの紹介、全方位の画像センサを使つた実時間の画像提示装置の実演など盛りだくさんのデモンス トレー

シ ョ ンの展示があ り ま した 。  (財 )関西情報セン夕一は電子決済などを含む電子商取引きの各種実証実験を紹

介し、  N T Tは日本語の株式市況速報を英語に翻訳するサー ビス実験を紹介しました。

A T Rから紹介した3件の技術は、  いずれ も ソ フ ト ゥ ェ ア の販売実績が あ り 、  これまで も機会あるたびに

実演を行なってきました。すでにパンフレットなども整備されており、参加者の方々から .題川染みやすぃ技術

内容である とい う感想が聞かれました 。  豊富な話題で賑わった招待講演と共に、  同コーナーでも活発な意見

交換が行なわれ盛況でした。
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昨年11月 6 、  7 日の両日に第10回研究発表会を開催し、 A T R グ ループ各研究所の最新の研究動向および
成果を総括講演、 テーマ発表、 ポ ス ターセッションにより紹介しました。当日は多数のお客様のご来場を賜
り意見交換等も活発に行われ、 ご好評を頂きました。

A T R研究発表会は、 グループ各社の最新の研究成果及び動向をご紹介する場並びに研究成果のご活用を
お考え頂く契機として毎年開催致しております。
今年は第2世代の研究所が揃つてから 2年目であり、  より一層充実した内容でお客様をお迎え致しました。
会場内は日頃からお世話になっている企業、  大学、 行政及び各種団体等の関係機関から、 2日間にわたって

延約1700名の方々のご来場を頂きました。
今回は、総括講演6件、  テーマ発表 7件、  ポス夕一セッシ ョン 7 8件 と これまでの最大級の規模とな りまし
た。また、前回は1日目が半日開催でしたが、今回は両日とも全日開催とし、特に 2日目は大学等の研究機

関に広く公開致しました。開催当日は朝早くからお客様が来訪され、いずれの全会場も議論の花が峡き、熱

気に包まれた2日間でした。
また、研究発表会の内容をより良くするため皆様にアンケー トにご協力頂いておりますが、今回は約半数

の方々からご回答を頂戴致しました。  ご協力心から御礼申し上げます。 その結果と致しましては大半の皆様
方から概ね良好とのご意見を頂きました。  しかし、 改善案等貴重なご意見も頂戴致しておりますので、  参考
にさせて頂き、  一層の改善を検討していきたぃと考えております。

酒井副社長総括講演

E,特許紹介

テーマ発表の一例

特願平07 - 186915 No.2677534
マイクロ波半導体装置とその発振周波数を変化するための方法

ポス夕一セ ッ シ ョ  ンの一例

本発明は、 半導体超格子構造を有し、  マイ クロ波信号を発振するために好適なマイ  ク ロ波半導体装置とそ
の発振周波数を変化するための方法を提供する。  具体的には、 2つの電極間に障壁層と量子井戸層とを交互

に積層されている超格子構造を有する真性半導体 i層を挟設した p  i n 型 ダ イ オー ド素子を備えた装置で、
隣接する障壁層のX点の準位と量子井戸層の「点の準位を互いに共鳴するようにし、  かっ逆バイァス電圧を
印加するよ うにした。また、光を入射するための光発生手段をさらに備えることによ り 、高周波発振を発生
させるこ とを可能とした 。本発明によ り 、極めて簡単な構成で、  より広帯域な高周渡発振周波数を変化させ
る こ とができるマイ ク ロ波半導体装置を提供する と供に 、  高周波可変発振器を実現できる。

特願平07 - 169623 No.2677532
可動プレー ト支持装置

本発明は、 可動プレー ト を広い範囲で移動する こ とができ るだけでな く 、  任意の位置姿勢で固定すること
ができ、  しかも 、小型 ・軽量化を実現した装置を提供する。具体的には、上部プレー ト を 少 な く と も 3 本 の

支持機構を用いて下部プレー トに連結し、各支持機構はそれぞれ、  2 つ の リ ン ク と そ の両 リ ン ク 間 を回転可
能に連結するための自由回転型関節で構成し、  かっ負動作型電磁デイ ス ク ブ レー キ と 回転型 ス プ リ ン グ ダ ン
パーを設置している装置である。本発明により 、  例えば本可動プレー ト支持装置を 2個用いて、  可動式肘支
持装置として使用するこ とによ り 、脳神経外科手術に適用するこ とができる 。その際、  プレーキ解放 ス イ ッ
チ を フ ッ ト ス イ ッ チ に すれば 、  術者は手術中の手先を使わず、 足を使つてブレーキ解放スイ ッチを操作する
こ と に よ り 、  極めて容易な操作で手術中の肘の位置姿勢を変更しかっ固定することができる。
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e受賞

★情報処理学会 マルチメディ  ア通信と分散処理研究会/

モバイルコンピューティング研究会  Best Presen ta t i on賞(1997年7月4日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

即興演奏における協調作業を

支援する音楽CSCWシステム

の提案

音楽演奏は高度な協調作業の一つである。

本稿では、 統計手法を用いて演奏データか

ら演奏意図を抽出し提示するこ とによ り 、

特にジャズの即興演奏における演奏者同士

の協調作業をリアルタイムに支援し、  さ ら

には音楽演奏上の創造性を触発する音楽

C S CWシステム” MUSIC-A IDE” を提案
した。

A T R知能映像通信研究所

第二研究室 客員研究員西本  一志

☆目本神経回路学会 論文賞 ( 1 997年11月6日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

A Kendama Learning Robot
Ba s ed  o n  B i -d i rec t i ona l
Theory

ATR人間情報通信研究所

第三研究室 滞在研究員

第三研究室 研究員

第三研究室 研究員

第三研究室 研究貝

第三研究室 室長

宮本  弘之

五味  裕章

小池 康晴

和田  安弘

川人 光男

最適化原理に基づく 運動パター ン認識を用

いて、 見まねによる作業レベルのけん玉学

習 ロボ ッ  トの数値実験結果にっいて報告し

た も の

☆大川情報通信基金 大川出版賞(199 7年11月26目)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属

A T R人間情報通信研究所
第三研究室 室長

内 容

脳の計算理論

脳情報処理と コ ミ ュ ニケーシ ョ  ンの機能を

解き明かそうとする計算論的神経科学に関

する基礎から最新の成果をまとめた専門書
川人 光男

☆人工知能学会 研究実励賞 ( 1 997年12月3日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

研究活動やビジネスにおぃて日常的になさ

れる電子 メールやニ ュースシステムを介し

た対話に着目し、  グループ内の協同発想や

情報共有を支援する対話支援環境を構築し

た。  特に本論文では、 グループ内での相互

理解を促進するために、  各対話参加者の主

観的な視点を定量化し、 それらの関連を可

視化する方法を提案した。

個人 の視点 を 伝 え 合 う こ と に

よる協同発想支援

A T R知能映像通信研究所
第=研究室 研究員
第:::l11lf究室 客員研究員
第二研究室 室長

角 康之

西本  一志

間瀬  健二

決定木学習による形態素解析

形態素解析のための知識を辞書を用いずコ

ーパスから得る手法を提案する。本手法は、

決定木学習アルゴ リズムによ り 、  コーパ ス
から形態素解析に有効な知識を学習する。

決定木で用いられる属性は言語的な特徴や

コーパスから得られる統計的な特徴を用い
る 。  英語において、  複数の品詞体系での品

詞付与の実験にっい て報告す る と と も に 、

日本語を対象とした場合の課題にっい て も

考察する。

A T R音声翻訳通信研究所
第三研究室 研究員

第三研究室 客員研究員

第三研究室 客員研究員

柏 岡  秀紀

Ezra  Black

Stephen
Eubank
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e所員往来

平成 9年 1 0 月 1 日 よ り 、  1 2月31日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。 ( ただし、  6 ヵ 月

以上滞在の方のみ掲載)

採用 年月日 A T R所属 氏 名 出向元

H 9 .  10. 1

H 9 .  10. 1

H 9 .  10. 1

H 9 .  10. 1

H 9 .  10. 1

H 9 .  10. 1
H 9 .  10. 7
H 9 .  10. 9
H 9 .  10. 13
H 9 .  11. 1
H 9 .  11. 20

H 9 .  12. 1
H 9 .  12. 1
H 9 .  12. 1

(音) 第4研究室  主任研究員

( 音 ) 第 2 研 究室  研究員

( 音 ) 第 3 研究室  研究技術員

( 音 ) 第 3 研 究室  研究員

( 音 ) 第 3 研究室  研究員

( 人 ) 第 5 研究室  研究員

( 音 ) 第 2 研究室  研究員

( 国 ) 企 画部  担当部長

( 音 ) 第 1 研究室  研究員

( 環 ) 第 3 研 究室  研究員

( 音 ) 第 3 研究室  研究員

( 音 ) 第 1 研 究室  研究員

( 音 ) 第 3 研 究室  研究員

( 音 ) 第 2 研 究室  研究員

管谷  史昭

樋口 宜男

鷹尾 和享

Julia Elisabeth Heine
金城  由美子

藍田  宏

Wei Zhang
伊藤  博

Petra Philips
秋山  智浩

高木  一広

高野  優

石川 開

David Sann

K D D
K D D

束洋情報システム

ドイッ ザールラント州立大学
九州大学文学部

京都大学

カナダウォー ター ルー大学工学部
NTTアドバンステクノロジ
ドイッ カールスルーエ大学
三菱電機

九州工業大学情報工学部
日本電気

日本電気

フランスフランステレコムCNET

退職  年月日 復 帰 先 氏 名 A T R所属

H 9 .  10. 31
H 9 .  11. 28
H 9 .  11. 30
H 9 .  11. 30
H 9 .  12. 8
H 9 .  12. 19
H 9 .  12. 31
H 9 . 12. 31

な し

フ ラ ン ス

Univ. of Glasgow
ア ル ジ ェ リ ア

フ ラ ン ス  INRIA
フ ラ ン ス  ENST
松下電器産業

ジ ャ ス ト シ ス テ ム

Annika Berthold

Ming-Yue  Xie-Zhang
Frank Po11ick

Abdesselam Klouche-Djedid
Zhengyou Zhang
Nicolas Pe11etier
脇田  由実

美馬 秀樹

(人) 第 5研究室

(音) 第2研究室

(人) 第3研究室

( 環 ) 第 3 研究室

(人) 第2研究室

( 音 ) 第 1 研究室

(音) 第3研究室

(音) 第 3研究室

A T R ジ ャ ーナル29号掲載記事の訂正

A T Rジャーナル29号掲載内容に一部誤りがありましたので、以下のとおり訂正させて
いただくと供にお詫び申し上げます。

A T R  M o  n o 1 o  u g  e
頁 誤 正

10 山田伶子 山田玲子

受賞

'

頁

19 ア ー ツ  ア ン ド  サイ ェンス  フ ァ ン デ ーシ ョ ン  ロレアル賞
誤 正

受賞者 所属

土佐 尚子 第六研究室 客員研究員

受賞者 所属

土佐 尚子 第五研究室 客員研究員

編集後記
A T Rジャーナルも 3 0号を迎えました。  B 5 版 で半年に 1 回刊だ っ た A  T R ジ ャーナルがA 4版の季刊誌に生まれ変
わったのが第1 5号ですから、今号で新版が旧版を上回つたことになります。読みやすく内容のあるものを、  と ぃ う こ と

を心がけてはいるのですが、言うは易く行うは難しで、正直言つて季判は事務方や執筆者にはきっい で す ・ ・ ・ 。
そんな具合ですが、  本誌に関する読者の皆様のご意見やご希望が関係者の励みにもなりますので、  ど ん な こ と で も 結

構ですからコ メ ン ト を頂裁したいと ころです 。是非よろし く ぉ願いいたします 。
(国際電気通信基礎技術研究所 秘書室長  阪田正和)

ATR Journal第30号 1998年2月1日発行
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株式会社 国際電気通信基礎技術研究所
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ATRグループのご紹介 A T Rグループは電気通信分野における基礎的 ・ 独

創的研究の一大拠点と して内外に開かれた研究所を設

立する構想のもとに産 ・ 学・官の幅広いご支援をぃた

だき1986年3月に設立しました。

A T Rグループは研究活動を行つている4つの研究

会社 ( 4 R & D会社 ) 、  既に研究を終了し成果の普及

活動などを行つている4つの成果管理会社、 およびこ

れらを支援する国際電気通信基礎技術研究所の9つの

株式会社の総称です。

4R&Dに研究費は基盤技術研究促進セン夕一から

の出資70%、 民間約140社からの出資30%で構成され

ています。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対

し、建物スペース ・ 研究施設の貸与 ・ 研究者の確保・

派遺、研究資金の出資の支援、 各種事務の援助など、

総合的な支援を行うとともに、成果4成果管理会社に

対する研究成果の管理・販売などの各種支援を行つて

います。

ATRのWWWホームページのご案内

アドレス http://www.atr.co.jp
役に立つ様々な情報を公開してぃます。今後も随時拡充予定です。

皆様のァクセスをぉ待ちしております。

ATRジャーナル担当宛

ご連絡内容(いずれかに印をお願いします。)

口ATR Journa1新規購読申込

口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号:TR -  -
口ご意見、ご要望等

TEL : ( 0774 )951177
FAX : ( 0774 )951178

口送付先変更連絡

口研究用ソフトゥェア購入申込

ソ フ  トゥェア名整理番号:

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ ガ ナ

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他
付

先

送 り 先

会 社 名

部 署 名

T E L

E -m a ii

ご意見ご要望

●ATRジャーナルのご購入希望、 送付先変更等をお寄せ下さる場合には、 上記にご記入の上、 FAX等でご送付下さい,

●送付先変更以外にっいては、 変更後の瀾に必要事 ;項をご記入顯います,
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